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小林事務局長ブログ「徒然なるままに」発信中！ 詳しくは連合新潟ホームページまで！

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

連
合
新
潟
は
、「
命
と
く
ら
し
を
守
る
こ
と
を
す

べ
て
の
基
軸
に
、
未
来
を
切
り
拓
こ
う
！
」、「
顔
の

見
え
る
地
域
運
動
を
発
展
さ
せ
、
新
た
な
組
織
拡
大

に
繋
げ
よ
う
！
」
の
二
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

　

新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
応
に
翻
弄
さ
れ
二
年
、

新
し
い
生
活
様
式
の
中
で
、
よ
う
や
く
明
る
い
兆
し

が
見
え
始
め
て
い
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
禍
で
誰
も
が
実

感
し
て
い
る
の
は
、
男
女
問
わ
ず
「
働
く
」
こ
と
が

私
た
ち
に
と
っ
て
い
か
に
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、
そ

れ
は
、
私
た
ち
の
生
活
の
糧
で
あ
る
こ
と
の
み
な
ら

ず
、
自
己
実
現
の
機
会
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
夢

や
意
欲
、
生
き
が
い
に
も
通
じ
る
も
の
で
す
。
連
合

の
め
ざ
す
べ
き
社
会
像
、「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る

安
心
社
会
」
を
は
じ
め
と
し
た
理
念
と
政
策
の
実
現

が
急
務
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
連
合

新
潟
は
、
す
べ
て
の
働
く
者
の
先
頭
に
立
ち
取
り
組

み
を
す
す
め
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
構
成
組
織
、
地
域
協
議
会
は
も

と
よ
り
、
新
潟
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
（
略
称
：
新

潟
県
労
福
協
）
が
す
す
め
る
“
社
会
運
動
”、
そ
し

て
ま
た
、
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
る
事
業
団
体
で
あ

る
労
働
金
庫
、
こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
を
は
じ
め

と
し
た
労
福
協
構
成
団
体
の
様
々
な
取
り
組
み
に
対

し
、
皆
様
か
ら
の
引
き
続
き
の
連
携
・
協
力
を
お
願

い
す
る
も
の
で
す
。

　

二
〇
二
二
年
が
皆
様
に
と
っ
て
健
や
か
で
実
り
多

く
、
輝
け
る
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
、
年
頭

の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　謹んで新春をお祝い申し上げます。
昨年、一昨年と新型コロナウイルスの

感染拡大に伴う未知の出来事の連続に、大変なご苦労・ご奮
闘を続けてこられたと思います。心より敬意を表します。
　今期の運動方針では、コロナ禍が浮き彫りにした諸課題に
向き合い、新しい運動スタイルを構築しつつ、「すべての働
く仲間をまもり、つなぐための集団的労使関係の追求と、社
会に広がりのある運動」、「安心社会とディーセント・ワーク
をまもり、創り出す運動」および「ジェンダー平等をはじめ
として、一人ひとりが尊重された『真の多様性』が根付く職
場・社会の実現」などの推進を掲げています。
　誰一人取り残されることのない、持続可能で包摂的な「働
くことを軸とする安心社会」の実現に向けて、「必ずそばに
いる存在」として、すべての働く者の代表として、ともに着
実に前に進んでまいりましょう。
本年も連合に対する一層のご支援をお願いするとともに、皆
さまの益々のご健勝とご活躍を祈念いたします。

連
合
新
潟
会
長

牧

野

茂

夫

日本労働組合総連合会

会長  芳 野 友 子

１月 第３回執行委員会（26日）

２月
第69回地方委員会（１日）
第４回執行委員会（22日）

３月

春季生活闘争新潟県中央総決起集会（１日）
第２回地協代表者会議（５日）
にいがたユニオン第28回定期大会（５日）
第５回執行委員会（拡大闘争委員会）（29日）

４月

春季生活闘争中小・地場総決起集会（２日）
2022地協青年代表者会議（青年委員会）
� （９日）
第６回執行委員会（26日）
第93回新潟県中央メーデー

５月
第７回執行委員会（24日）
青年委員会・女性委員会合同研修会

６月

第３回地協代表者会議（４日）
女と男フェスティバル2021（女性委員会）
第８回執行委員会（22日）
平和行動 in 沖縄（23～24日）
第70回地方委員会（28日）

７月 第９回執行委員会（29日）

８月
平和行動 in 広島（５～６日）
平和行動 in 長崎（８～９日）
第10回執行委員会（25日）

９月
第４回地協代表者会議（10日）
平和行動 in 根室（10～11日）
第11回執行委員会（27日）

10月

第12回執行委員会（13日）
第32回年次大会（28日）
ディーセント・ワーク世界行動デー新潟集会
第32回新潟県勤労者駅伝大会（予定）

11月
第34回女性委員会総会（５日）
第34回青年委員会総会（５日）
女性労働問題懇談会（女性委員会）

2022年度　主要活動予定

誰
も
が
輝
け
る

一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に

2022 新年のご挨拶

上越市 春日山城跡・上杉謙信公像



   
 
 

本年がより良い年になりますよう 
⼼よりお祈り申し上げます 

今年もどうぞよろしくお願いいたします 

2022 年 元旦 
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ろうきんイメージモデル
高 梨　臨

謹
賀

  

新
年

ろうきんイメージモデル
高 梨　臨

謹
賀

  

新
年
謹
賀

  

新
年

新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
を

賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

　
　
　
　二
〇
二
二
年
元
旦

ろうきんイメージモデル

新潟ろうきん 検索（受付時間9：00～17：00）新潟ろうきん
●休業日=月～金の祝日（振替休日含む）、5月3日～5日、12月31日～1月3日 ※1月4日、5日が土・日曜日の場合は休業日となります。

連　　　合　　　新　　　潟

２年ぶりに直接顔を合わせての会議開催

佐保局長の講演

西村・打越両議員に県内医療の実情を伝える

新潟県  ②錦鯉とのコラボ（ユニオニオンが錦鯉の背中に乗って上に上がっていくイメージ）

2022年１月15日 平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ） （毎月１回15日発行） (2)第371号

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日10:00～17:00）

このステッカーが
貼ってある
タクシーに
乗ろう

都タクシー	 はとタクシー	 第一タクシー
さくら交通	 富士タクシー	 光タクシー
都タクシー豊栄	 弥彦タクシー	 しあわせ交通
新発田観光タクシー	 中越交通	 はまなす観光タクシー

タクシー会社一覧

2021年末一時金  連合新潟第３回（最終）集計結果
� （12月14日現在）

＜年末一時金 回答・妥結集計結果＞
昨年との比較が可能な組合の集計結果
　※年間妥結の年末分および年末（今季）回答妥結組合の総計
　額 集 計：	117組合（23,886人）
　月数集計：	126組合（27,319人）

◎組合員１人平均（加重平均）
	 　　　額：510,080円	 月数：2.00ヶ月
	 昨年　額：465,376円	 月数：1.88ヶ月

（昨年との差　額：＋44,704円、月数：＋0.13ヶ月）

◎組合平均（単純平均）
	 　　　額：392,599円	 月数：1.80ヶ月
	 昨年　額：364,064円	 月数：1.68ヶ月

（昨年との差　額：＋28,535円、月数：＋0.12ヶ月）

☆調査対象組合367組合（69,573人）中、221組合（45,821人）
が回答妥結した。（年間妥結の年末分含む）

＜年末一時金 要求集計結果＞
【額集計】

業種別
集計組合 組合員平均

（加重平均）
組合平均

（単純平均）
組合数 人員 金額 金額

計 92 14,005 573,245 494,724

2020年同時期 602,263 513,308

【月数集計】

業種別
集計組合 組合員平均

（加重平均）
組合平均

（単純平均）
組合数 人員 月数 月数

計 121 19,912 2.23 2.09

2020年同時期 2.35 2.14

　

今
年
の
干
支
は

「
壬
寅
（
み
ず
の

え
と
ら
）」。
厳
し

い
冬
を
越
え
て
、

芽
吹
き
始
め
、
新

し
い
成
長
の
礎
と

な
る
イ
メ
ー
ジ
と
の
こ
と
。
連

合
新
潟
は
「
フ
ェ
ア
ワ
ー
ク
推

進
セ
ン
タ
ー
」
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
私
た
ち
の
「
役
割
は
何

か
？
」「
期
待
に
応
え
て
い
る

か
？
」
す
べ
て
の
働
く
仲
間
と

と
も
に
「
必
ず
そ
ば
い
る
存

在
」
へ
、
大
き
な
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
ょ
う
�

�

（
春
ち
ゃ
ん
）

連合新潟
2022～2023年度運動方針

【重点分野２】

安心社会とディーセント・ワークを
守り、創り出す運動の推進

連合新潟推薦候補者  選挙結果
▪見附市長選挙 (投開票日  12月12日)

当選（１）　稲
い な

 田
だ

 　 亮
りょう

� 12,371票

ご支援、ご協力に感謝いたします。ありがとうございました。

＊有権者数　33,712人
　投票者数　19,066人� 投票率　56.56%

今
年
は
集
合
型
で
開
催

連
合
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
会
議

県内の医療の
現状について

意見交換
連合新潟医療部門連絡会

2021年度研修会

　

12
月
13
日
、
２
０
２
２
年
度

連
合
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
が
富

山
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総

会
で
は
、
２
０
２
１
年
度
の
活

動
報
告
、
２
０
２
２
年
度
の
活

動
計
画
が
審
議
さ
れ
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
２
０
２
１
年
度
総

会
は
、
ウ
イ
ル
ス
禍
の
影
響
を

鑑
み
Ｗ
ｅ
ｂ
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
が
、
今
年
度
は
感
染
者
数
の

減
少
を
受
け
集
合
型
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

総
会
で
は
右
記
に
示
し
た
報

告
、
審
議
の
他
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー

　

12
月
11
日
、
新
潟
駅
ま
え
オ

フ
ィ
ス
大
会
議
室
に
て
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
連
合
総
合

政
策
推
進
局
・
佐
保
昌
一
局
長

を
講
師
に
「
ウ
イ
ル
ス
禍
に
お

け
る
医
療
の
現
状
や
診
療
報
酬

改
定
の
動
向
に
つ
い
て
」
と
題

し
、
こ
の
ウ
イ
ル
ス
禍
に
お
い

て
の
特
例
的
な
診
療
報
酬
の
扱

い
や
検
討
状
況
、
来
年
度
予
定

平
等
を
踏
ま
え
、
北
陸
ブ
ロ
ッ

ク
と
し
て
女
性
代
表
を
選
出
し
、

本
部
中
央
委
員
会
、
中
央
執
行

委
員
会
に
参
画
す
る
こ
と
を
確

認
し
、
連
合
新
潟
・
桑
原
副
事

務
局
長
が
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
女
性

代
表
の
任
に
就
き
ま
し
た
。
ま

た
、
ブ
ロ
ッ
ク
業
務
と
し
て
の

旅
費
精
算
方
法
の
見
直
し
や
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
へ
の
構
成
組
織
の

参
画
に
つ
い
て
継
続
論
議
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
総
会
で
連
合
富
山

（
辻
会
長
）、
連
合
石
川
（
西

田
会
長
）、
連
合
福
井
（
横
山

会
長
）
の
会
長
が
交
代
し
た
こ

と
を
受
け
、
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
の

交
代
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
れ
て
い
る
診
療
報
酬
改
定
に

つ
い
て
解
り
や
す
く
、
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

研
修
会
の
後
半
は
、「
推
薦

国
会
議
員
と
の
意
見
交
換
」
と

し
、
西
村
ち
な
み
衆
議
院
議
員

と
打
越
さ
く
良
参
議
院
議
員
に

県
内
医
療
の
実
情
や
政
策
へ
の

お
願
い
な
ど
、
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

県
内
医
療
従
事
者
の
人
員
不

足
や
給
与
水
準
の
低
さ
、
民
間

病
院
の
厳
し
い
経
営
、
頑
張
っ

て
い
る
病
院
が
正
し
い
評
価
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
な
制
度
に
し

て
欲
し
い
な
ど
を
伝
え
ま
し
た
。

特
に
、
地
域
医
療
を
維
持
す
る

た
め
の
人
員
不
足
、
特
に
医
師

数
の
不
足
を
ど
う
解
消
す
る
の

か
。
県
や
病
院
の
責
任
で
は
到

底
解
消
で
き
な
い
現
状
を
国
策

と
し
て
対
応
で
き
な
い
か
、
な

ど
医
療
・
介
護
現
場
で
の
実
情

を
国
会
議
員
と
現
場
の
職
員
と

で
、
問
題
点
な
ど
を
共
有
し
ま

し
た
。

　

医
療
・
介
護
の
状
況
を
よ
り

良
く
し
て
い
く
に
は
、
政
策
的

な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
医

療
部
門
連
絡
会
で
は
引
き
続
き

連
合
推
薦
各
級
議
員
と
連
携
し

て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
度
、
組
織
拡
大
担
当

の
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
に
着
任

し
ま
し
た
連
合
新
潟
プ
ロ
パ

ー
の
渡
邉
で
す
。
こ
れ
ま
で

の
地
協
専
従
役
員
な
ど
の
経

験
や
人
脈
を
活
か
し
な
が
ら
、

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
力
に
変
え
、

連
合
新
潟
の
組
織
人
員
が
回

復
し
、
成
果
が
出
せ
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
各
構
成
組
織
・

地
協
・
関
係
団
体
と
の
情
報

共
有
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
連

携
や
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　

引
き
続
き
、
ご
指
導
・
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

渡 邉    治
（連合新潟）

連
合
新
潟
組
織
拡
大
担
当

オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
紹
介

　

連
合
新
潟
で
は
従
前
の
「
労

働
条
件
」
と
「
政
策
」
に
関
わ

る
分
野
を
ひ
と
つ
の
重
点
分
野

に
ま
と
め
、
中
身
を
大
き
く
４

つ
の
柱
と
し
ま
し
た
。

　

１
つ
目
は
社
会
保
障
・
教
育

と
税
制
の
一
体
改
革
に
む
け
た

取
り
組
み
。
２
つ
目
は
政
策
委

員
会
を
中
心
に
、
持
続
可
能
で

包
摂
的
な
社
会
を
実
現
す
る
た

め
、
県
政
課
題
や
地
域
産
業
別

課
題
要
請
行
動
を
行
い
、
経

済
・
社
会
・
環
境
課
題
の
統
合

的
解
決
に
む
け
た
取
り
組
み
。

３
つ
目
に
は
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・

ワ
ー
ク
実
現
に
む
け
た
雇
用
・

労
働
政
策
の
推
進
を
は
か
り
、

す
べ
て
の
働
く
仲
間
が
、
ど
の

よ
う
な
状
況
で
あ
っ
て
も
安
心

し
て
働
け
る
よ
う
、
ま
た
や
り

が
い
を
持
っ
て
働
け
る
よ
う
な

環
境
整
備
へ
の
取
り
組
み
。
ま

た
４
つ
目
に
は
、
賃
金
・
労
働

諸
条
件
の
向
上
と
、
地
域
社
会

を
支
え
る
中
小
企
業
の
基
盤
強

化
に
む
け
た
取
り
組
み
を
行
う

も
の
で
す
。

　

ウ
イ
ル
ス
禍
が
社
会
経
済
構

造
の
変
化
を
加
速
さ
せ
る
中
、

「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心

社
会
」
実
現
に
む
け
、
労
働
条

件
の
底
上
げ
と
企
業
規
模
間
・

雇
用
形
態
間
・
男
女
間
の
格
差

是
正
と
均
等
・
均
衡
待
遇
を
は

か
る
取
り
組
み
も
推
進
し
て
い

き
ま
す
。


